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Abstract

The New Architect’s Union of Japan（NAU）was organized on June２８,１９４７. At first, the activities of NAU were carried out by individual ar-

chitects and architectural offices those were member of NAU design planning committee. The buildings which NAU designed were All-Japan

Shipbuilding Workers Labor Union, New Japanese Literature Hall and The Federation of Bank Employees Labor Unions. When NAU took

charge of the design for the Yawata Steel Corporation Labor Union Hall NAU was reorganized into a design committee. As such, during the

Yawata Steel Corporation Labor Union Hall, the design committee aimed for a joint design organization. NAU, active in design projects in the

post-war period in Japan, developed along principles of democratic thought.
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はじめに
新日本建築家集団：New Architect’s Union of Japan（NAU、

以下の記述ではこれを使用）は「日本建築文化連盟」と「日本

民主建築会」を中心に１９４７年６月２８日に結成された、戦後初期

における建築運動団体の一つで１）、その活動は組織形態を変え

ながら今日に至る。しかし、全国組織の存続という観点からす

れば、NAUの全盛期は結成の１９４７年から５１年にかけてである

といってよかろう。この間、NAUは「建築を人民のために建

設し人民の建築文化を創造する」２）をスローガンに設計活動を

展開し、「全日本造船労働組合会館」（１９４９年）、「新日本文学会

館」（１９５０年）、「全銀連会館」（１９５０年）、「八幡製鉄労働会館」

（１９５２年）などが建設された３）（図１～４）。しかし、こうした

設計活動の実態については知られていない。そこで本稿では「八

幡製鉄労働会館」に注目し、その設計体制を明らかにしたい。

１．八幡製鉄労働組合の労働会館建設計画
官営八幡製鉄所を前身とする日本製鉄は、１９５０年４月過度経

済力集中排除法に基づき解体され、八幡製鉄所、他３社が発足

した４）。八幡製鉄労働会館（労働会館、以下の記述ではこれを

使用）の建設計画は、日本製鉄労組時代１９４９年２月２６日第９回

臨時代議員大会において緒方孝男委員長をはじめとする執行部

から提出された「建設趣意書」にはじまる。そこには、会館建

設の必要性について以下のように記述されている５）。「労働組合

と労働会館、それはわれわれ労働者にとっての安住の家であり、

闘争の城砦であり、策を練り議をこらす参謀本部であります。

また白熱の討議に階級意識の火花を散らす『自由の殿堂』とし
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図１ 全日本造船労働組合
会館

出典：『新建築』第２４巻第１０号、
１９４９年１０月号

図２ 全銀連会館
（撮影：船曵悦子２００２年２月）

図４ 八幡製鉄労働会館
出典：『八幡製鉄労働運動史上巻』八
幡製鉄労働組合、１９５７年
（１９８２年新労働会館建設に伴い取り壊
され、現在は駐車場となっている。

図３ 新日本文学会館
出典：『建築文化』第３８巻、
１９５０年１月号
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て、全く不可欠なものであります。われわれが労働者として知

性と教養を身につけるためにも、また文化的な諸々の催物等の

会場としても、無くてはならないものであります。」

しかし、この時には労働会館建設に異論が多く決定に至らず、

第二次緒方執行部となった第１３回臨時大会（１９５０年６月２５日）

において、次のような概要が決定した６）。総工費２，５００万円。延

坪６００坪、鉄筋コンクリート２階建。大会議室（１，５００名収容）、

中会議室（３５０名収容）、小会議室５室、執行委員室、各専門部

部屋約１０室、その他図書館、応接室、宿泊室、宿直室、浴場、

食堂、理髪室、娯楽室、厚生部室、炊事室、管理人室、売店。

竣工予定１９５１年３月末。しかしながら、当初計画は年を追うご

とに肥大化し、予算においては２，５００万円から８，２００万円へ、延

べ坪においては６００坪から８３７坪へ、規模においては地上２階建

から地下１階・地上４階へ上方修正された。大幅な予算修正に

ついては内部問題となり疑惑が残る結果となった７）。

戦後初期の材料不足の日本において、このような大規模な鉄

筋コンクリート造の建物が建設された背景には、次の点が指摘

される８）。戦後の特需景気の影響下で八幡製鉄所の生産状況が

右肩上がりであったこと。そうした大企業の有力な労働組合の

事業であったこと。建設に際し八幡製鉄所から鋼鉄の無償提供

があったらしいこと。

２．八幡製鉄労働会館建設計画とNAU設計
委員会の設立

NAUは、総会、中央委員会、幹事会、事務局（編集、調査、

研究、財政、組織、事業）を本部として、東京を中心に活動を

展開する一方、地方に支部を設置した。そのほかに必要に応じ

て、班、部会、専門委員会を設置し、日常生活に密着した活動

展開を目指した（図５）。この専門委員会のひとつに設計計画

委員会があった。同委員会が関与した建物を見ると、「全日本

造船労働組合会館」は、「設計 NAU設計計画委員会所属、東

京建築事務所／担当者企画平松義彦、設計今泉善一、現場道明

栄次・古坂嘉雄」９）となっている。「新日本文学会館」は「設計

NAU設計計画委員会所属東京建築事務所」１０）、「全銀連会館」

は「設計及び監理信建築設計事務所／設計山本勝巳・海老原一

郎」１１）である。このように設計計画委員会における設計活動の

実態は、委員会所属の個々の事務所が担っていたというもので

あった。

１９５０年６月２８日、NAUに労働会館の設計依頼の打診があっ

た。これを受けて事務局は設計計画委員会の会員を招集し、基

本設計を要請した。その１ヵ月後の７月２８日、正式依頼状が届

いた。それによると労働会館は「３６，０００人の組合員のための約

７００坪の鉄筋コンクリート造」というものであった。１９５０年８

月８日、設計計画委員会所属の池辺陽、今泉善一、海老原一郎

が八幡製鉄労働組合に赴き、労働会館建設委員会と協議し、

NAUの設計監理担当が確実となった１２）。そこで１９５０年８月３１

日、NAUに依頼された建築設計監理業務を、NAUの研究、組

織、宣伝、財政等の活動と連動させ、民主的な方法によって処

理するための「新日本建築家集団設計委員会規則」１３）を立案し、

「設計計画委員会」を改組して「設計委員会」を設置した。

メンバーは、市来崎一雄委員長を中心に、常任委員に図師嘉

彦、高橋寿男、委員に綾井九州彦、池辺陽、今泉善一、海老原

一郎、郡菊夫、津田文雄、中村登一、野口巌、平松義彦、専門

委員に矢代秀雄、山本学治であった１４）。

このように共同設計の体制が NAUの内部に組まれた要因

は、労働会館の設計依頼が会員個人ではなく事務局にもたらさ

れたこと、要求建物が７００坪とこれまでになく大規模であり構

造も鉄筋コンクリート造であったことが考えられる。したがっ

て、NAUにおける共同設計体制は労働会館設計依頼を契機と

して生まれた可能性が高い。

３．八幡製鉄労働会館の設計体制
労働会館の設計者は、下記の合計１５人である。「設計監理 新

日本建築家集団設計委員会／設計監理担当 池辺陽・今泉善

一・海老原一郎／製図担当 吉中道夫・古坂嘉雄・北川允昭・

盛安文象／構造担当 坪井善勝・森央二・八代秀雄／設備担当

綾井九州雄／現場担当 越智富五郎・古坂嘉雄・関野昇三／資

材担当 小野三吾」１５）。この設計組織に関して今泉は「吾々は

この八幡製鉄労働組合会館の設計に当り、強く念願した事は、

共同設計の理想と方法論を確立することであった」１６）と述べて

おり、共同設計が目指されていたと思われる。

当時製図担当者であった北川允昭によると、設計チームは池

辺、今泉、海老原がそれぞれのスタッフである北川、古坂、道

中を伴って設計されたものであり、なかでも中心は池辺であっ

たという１７）。労働会館の基本設計第２次案（後述）原案は池辺

のものという１８）。このように池辺が中心となったことの要因と

しては次のことが推測できる。１）池辺は設計委員会に所属し

ながらも、前出の建物の設計及び建設に関与していなかっ

た１９）。２）NAUの組織の中で池辺は、編集部２０）、建築教育専門

委員２１）、執筆活動専門委員の責任者２２）、第二回総会（１９４８年７

月１０日）における綱領起草者、新役員体制における編集部長２３）、

図５ NAU組織図
出典：NAU『規約』１９４９
年６月
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表１ 八幡製鉄労働会館建設における八幡製鉄労働会館と新日本建築家集団の動き（※典拠は本文末尾に一括掲載）
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第三回総会（１９４９年６月５日）における中央委員２４）、『建築新

聞』、『NAUM』などの出版責任者など重要な役職に就いてい

た。３）労働会館設計に先立つ１９４９年、日本製鉄八幡製鉄所（１９５０

年以降は八幡製鉄所）健康組合保健会館の設計顧問をしてい

た２５）。

４．八幡製鉄労働会館の設計案
労働会館建設委員会は２６）、全１１業者に基本設計図を依頼し、

遅くとも１９５０年９月２８日までに設計図の提出を求めていた（表

１）。しかしながら、すでに見たように NAUへの設計依頼は

１９５０年８月８日の時点で確実となっていた。すなわち、建設委

員会は応募案の締切りを待たずに、NAUに設計依頼したこと

になる。このことから労働会館の設計依頼は、あらかじめ NAU

に決定していた可能性が高い。

NAUの設計委員会が提出した基本設計図は次の２案であっ

た。

基本設計図第１次案（図６）

第１次案は、建設予定地である三角形の平坦地約６００坪に、

３つの建物を組み合わせるというもので、１階に東向きの玄関

ホールがある３階建、地階に食堂等の厚生施設、１階に組合事

務局、２階には１２００人収容が可能な大会議場がある円形の建物、

小会議室６室、宿泊室４室からなる２階建である２７）。

ところが、第１次案提出時に組合の案内で現地視察の結果、

敷地は高低差３．７mの傾斜地であることが明らかになった２８）。

設計委員会は、第１次案作成に先立って敷地を実見していな

かったのかもしれない。設計委員会は計画を変更することとし、

組合の承認を経て第２次案を作成することになった。

基本設計図第２次案（図７）

労働会館は、２～４階を一体にした大会議場を中心にして、

北側に会議室、事務室、南側に厚生施設、宿泊施設を配してい

る２９）（図８）。こうした配置がなされた要因として次の３点が

あげられる３０）。第一は、演説、ページェントがおこなえる広場

を確保するため。第二は、この会館に組合員にとってのシンボ

ル性を附与するため。第三に、敷地の有効利用を考えてその形

状に沿った平面形としたため。その結果、同会館は演説台とし

ても機能するテラスや非常階段を備えて、広場に対してシンボ

リックな左右対称ファサードを向けるものとなっている。第２

次案は、１９５０年９月２８日に他業者案とともに検討に伏され、採

用が決定した３１）。

５．八幡製鉄労働会館の位置付け
ここでは八幡製鉄労働組合が毎月３のつく日に発行していた

組合新聞『熱風』から、組合活動における労働会館の位置付け

について概観する。

１９５２年２月１７日、コンクリートの枠取り作業も完了していな

い労働会館で初めての臨時大会が行われた３２）。そして３月１日

の落成式から１０日間労働会館記念文化祭が行われ、文化サーク

ル協議会所属の演芸、奇術、音楽、尺八、コーラス、総合展覧

会、俳句、川柳、短歌会などの発表、養鶏展示会など多彩な行

事が催された３３）。サークル活動は、労働者階級の文化活動、と

くに労働組合における労働者の文化活動の基本的な形であっ

た３４）。八幡製鉄労働組合の文化サークル協議会は１９５２年夏、組

合からの要請によりサークル活動がはじまった３５）。

労働会館は、組合の最高議決機関である大会、中央委員会及

び執行委員会など、組合運営に関する議決の場として使用され

る一方、組合員の文化活動の場として、サークル活動や慰安会

や映画や演劇など、組合員の憩いの場として利用されていた（表

２）。このように労働会館は、組合員の団結の場として使用さ

れるとともに、組合員の文化活動の拠点でもあったといえる。

（図９）。

図８ 八幡製鉄労働
会館（断面図）

出典：『NAU news』２７、
１９５１年１月１日、所蔵先複
写不可のため筆者作成

１事務室 ２執行委員室 ３図書館 ４大会議室 ５映写室
６非常階段 ７舞台 ８オーケストラピット ９厨房 １０クラブ室

図６ 基本設計図第１次案
鳥瞰図

出典：『建築雑誌』第６７巻第７９１号、
１９５２年１０月

図７ 基本設計図第２次案
鳥瞰図

出典：『建築雑誌』第６７巻第７９１号、
１９５２年１０月

図９ ストライキの様子
出典：『熱風』第３４２号、
１９５７年１１月１３日第１面
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おわりに
NAUは、組織の内部に設計業務を担う部門を持っていた。

発足当初、それは建築家個人あるいは設計事務所を主体とした

ものだった。しかし、やがてそれは共同設計体制を目指すもの

に変化した。その契機となったのが、八幡製鉄労働会館であっ

た。この会館は労働者のための施設であり、同時に１９５０年代初

頭においては比較的大規模な鉄筋コンクリート造であった。

NAUにおいて共同設計は、設計業務を NAUの他の活動と連

動させた、民主的な設計活動の方法ととらえられていたと考え

る。

八幡製鉄労働会館は、戦後八幡製鉄労働組合委員の団結のシ

ンボルとしての役割を担った建物であった。
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表２ 八幡製鉄労働会館の利用状況
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５）『八幡製鉄労働組合運動史中巻』八幡製鉄労働組合、１９５９

年、pp．６３１―３３。

６）同前、「労働会館建設計画」pp．１０６７―６９。

７）注５に同じ、pp．１６９０―９１。

８）北川允昭氏の筆者への談話（２００３年８月２０日、横浜）によ

る。

９）「全日本造船労働組合会館」『NAUM 社会と建築と建築

家 NO．２』新日本建築家集団編、１９４９年。

１０）「新日本文学会会館」『新建築』第２５巻１号、１９５０年１月

号。

１１）「全銀連会館」『建築文化』第３８号、１９５０年１０月号。

１２）「八幡労働会館設計 NAU案に決まる」『NAU news２５』１９５０

年１１月１日。

１３）「新日本建築家集団設計委員会規則」『NAU news２５』１９５０

年１１月１日。

１４）注１２に同じ。

１５）「八幡製鉄労働組合会館の設計と施工に就いて」『建築雑

誌』第６７巻第７９１号、１９５２年１０月、p．５２。

１６）同前。

１７）注８に同じ。

１８）同前。

１９）注８に同じ。

２０）「常任委員氏名」『建築ニュース』第１号、１９４７年８月１２

日。

２１）「専門委員会を作るには」『建築ニュース』第１号、１９４７

年８月１２日。

２２）同前。

２３）「新建活動方針、池辺草案をつくる」『建築ニュース』第

６号、１９４８年４月５日。

２４）「新役員決まる」『NAU news１７』１９４９年６月２０日。

２５）「保健館 日本製鉄八幡健康組合」『建築文化』第２９号、

１９４９年４月。

２６）労働会館建設委員会とは、労働会館建設のため八幡製鉄労

働組合側の窓口であったと考えられる。しかしながら、建

築の知識を持ち合わせていたかについては不明である。

１９４９年２月２６日に労働会館建設準備委員会が構成されてい

ることから、「労働会館建設計画（案）」が承認された１９５０

年６月２５日後に準備委員会を引き継ぐ形で構成されたので

はないかと思われる。「労働会館建設委員決まる」『熱風』

第１０４８号、１９５０年１２月６日には、執行部１０名、中央委員１０

名、計２０名の名前が掲載されている。

２７）注１５に同じ。

２８）同前。

２９）池辺陽「八幡製鉄労働組合会館」『NAU news２７』１９５０年１

月１日。

３０）同前。

３１）注１２に同じ。

３２）「組合歴史の一頁を飾る―昭和二十七年の足跡」『熱風』第

１９０号、１９５３年１２月２３日、第２面。

３３）同前。

３４）「労働組合の文化運動」『日本文化の現状と問題点』国民

文化会議、１９６４年５月、p．１０７。

３５）「『働く者の文化』を語る座談会」『熱風』第２４９号、１９５５

年１月３日、第２面。

［表１ 典拠一覧］

�『八幡製鉄労働組合運動史上巻』八幡製鉄労働組合、１９５７年

�『八幡製鉄労働組合運動史中巻』八幡製鉄労働組合、１９５９年

�「設計計画委員会」『NAU news１３』

�『建築雑誌』第６７巻第７９１号

�「NAU設計委員会が生まれました」『NAU news２４』

�「八幡労働会館設計 NAU案に決まる」『NAU news２５』

�本多昭一「建築運動史１８」『建築とまちづくり』第２７９号２０００

年７月号

�「八幡製鉄労働組合会館」『NAU news２７』

	「竣工予定割る十ヶ月目に完成か？」『熱風』１９５２年１月１

日


「労働会館が完成するまで」『熱風』１９５２年２月２７日

（提出期日 平成１５年１２月１０日）

２４６
八幡製鉄労働会館建設とNAU設計委員会


